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　目的　肌着の皮脂量については平尾やit･り人/Z の報告があI が、肌着着用後り時間

経過ご皮脂汚染の状況. 換言するとm着による皮脂の吸着量り経時濃化は. li とんど

顧みられないまま放置され1. きた.それで. 我^はこの燕を日月ら力ヽにし. 肌着の皮脂

汚れ量に関すi研究を計画すi とき邸要な基礎的条件を日月確にす･i 乙共に、肌着の洗

浄時機を判断するttめ<r)基礎知識を得たい乙考えて本実験を行なった．

　方法　試料布は．綿100 % の平織およびメ･jヤス布を＆々5．四方にt刀り. 油脂分

を柚出除去したt りを用いtt. 皮Hi 引未取にわたっては. 試粁布にアルミ箔を添えて

台布に固定し. 試料布ヵ･被験者り背り一定個所､こ常･こ丿峯な圧力で密着すi i.う工夫

しtL.　また．　試料布")月几へり密着時間¶は. 5, 10, 20，35，75, 145分Pal をifんだ.

りお．同一布り厚さり差乙皮脂吸着量の関係についても調べてみた．

　結果　試料布を肌へ含着させた時間乙吸潅皮脂量の哨係を表nすア=7 ブは．染料な

乙'の吸着にみられi X.うな通常の吸着曲線乙異なi特異な型を示すこt. がわｶヽつた.

すなわt>. 布川肌へ密着していi時間や･30-4)分以内のときは. HA着に吸着される

皮脂量は密着jり最初にその大半ｙ吸着されてしまうのではないnヽ乙思われるt,果川尋

られた．itt、最初の含着による吸着ｙ･終った後a. 密着時関り曽加乙共に吸着I支fli

量も徐々に多くなっていく1i-'、含着､i・連続して続けられaなら2～3 時間経過後の吸

着皮脂量/)増加はあまり多くはない乙思われた．この傾向は布り趨類や厚さ･こ関係な

く認りらn i ものt.判断され.


